
ＨＥＭＳ利用によるエネルギー消費データ収集と分析について 

資料 ３－２ 
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① 設定したデータ利用仮説に基づくエネルギー消費データの分析計画 
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＜エネルギー消費データの分析方針＞ 

•これまでにマクロ的な観点からエネルギー消費傾向の分析等が行われたことはあるが、具体的な省エネアドバイス
への展開や関連データが不足している。 

•そこで、本事業ではモデル世帯を設定し、様々なエネルギーも含む実測データに基づく詳細なエネルギー分析を行
う。 

•さらに、モデル世帯の分析結果を一般化し一般世帯に対する分析にも応用する。 

•なお、本年度事業のみでは年間を通したデータ把握ができないこと等から、来年度の継続実施を前提とした分析を
行う。 

電 力 

非電力 

• 個別の機器を含めた計測を
実施 

• ＷＥＢカメラによるメータの撮
影を通した総量把握 
• 季節別アンケートによる使用
パターンの把握 
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モデル世帯（２０世帯） 

電 力 

非電力 

• モデル世帯データの適
用による詳細化 

• オール電化以外の住宅
は、モデル世帯データを
適用し詳細化 

一般世帯（１０００世帯） 

一般化可能な 
方法を検討 



3 （出典）生活価値創造住宅開発技術研究組合編
「ライフスタイルで決めるすまい」 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ 

【シングル】 
50代までの１人暮らし 

【カップル】 
５０代までの夫婦２人暮らし 

【ベビーファミリー】 
未就学時の子供がいる 
世帯 

【キッズファミリー】 
小中学生の子供がいる 
世帯 

【アダルトファミリー 
（前期）】 
高校生以上の学生がいる 
世帯 

【アダルトファミリー 
（後期）】 
社会人の子供がいる 
世帯 

【シニアシングル】 
６０代以上の１人暮らし 

【シニアカップル】 
６０代以上の夫婦２人暮らし 

省エネサービス マーケティング 見守りサービス 製品保守サービス ＣＯ２削減ポイント 

分析② 
サービス利用に向けたエ
ネルギー消費データのラ
イフログ化の検討 

分析③ 
ＣＯ２削減ポイント付与
に向けたベースライン値
の算出 

分析① 
省エネルギーサービスへ
の利用に向けたエネル
ギー削減ポテンシャルの
推定 

分類方法 

ＨＥＭＳ情報利用事業者 

＜分析における分類方法（案）＞ 

電力 都市ガス 灯油 水 LPG 

エネルギー 

属性別にエネルギー消費傾向を分析し特徴を把握する 

分析② 
サービス利用に向けた
エネルギー消費データ
のライフログ化の検討 

分析③ 
ＣＯ２削減ポイント付
与に向けたベースラ
イン値の算出 

ライフスタイル 

…など 行動 環境意識 …など 

分析① 
省エネルギーサービス
への利用に向けたエネ
ルギー削減ポテンシャ
ルの推定 

想定する課題の解決方法 

暖房 冷房 照明 給湯 その他の家電 

エネルギーの消費用途別に分析 

効果的な削減アドバイスの
提供 

継続利用の促進のための 
生活密着情報の提供 

ＣＯ２削減ポイントによるイ
ンセンティブの付与 

•新たな分類方法として家庭の「ライフステージ」を活用して分析を実施する。 

•ライフステージは生活価値創造住宅開発技術研究組合のデータを基に８つに分割する。 
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＜実際の電力消費量データ＞ 

• 実測データに基づく世帯人数別の電力消費傾向は下図の通りである。 

図 世帯人数別電力使用量の分布と推移 

※平成23年度 家庭エコ診断効果検証実測調査事業より 



No. 項目 内容 

1 分析に必要な項目の策定 ＨＥＭＳ普及の付加価値向上に必要な観点を基に分析に必要な調査項目の策定を
行う。 

2 データの収集 上記項目を基にデータの収集を実施する。収集先としては「セキスイハイム」、「NTT
スマイルエナジー」、「モデル世帯」を対象とする。 

3 データの分析 収集データを基に分析を開始する。 
「電力データを基に把握できる情報」を分析により算出する。 

4 仮説の検証 収集データを基に、資料３－１の仮説の検証でヒアリングを行った事業者に対して、
算出データをもとにヒアリングを実施。 

5 うちエコ診断との連携 来年度の実証への反映を見据え、取得データの高度化を検討 

2012年 2013年 

No. 分析項目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

1 分析に必要な項目の策定 

2 データの収集 

3 データの分析 

4 仮説の検証 

5 うちエコ診断との連携 

＜エネルギー消費データの分析実施計画＞ 
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• 分析の実施内容と、そのフローを以下に示す。 

11月以降のデータは2013年
度事業への使用を考慮 
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分析①：省エネサービスを考慮した削減ポテンシャルの算出 

エネルギー消費データの高度化を図るため、取得したエネルギーデータを活用して分析を行
う。具体的にはＨＥＭＳサービス内における省エネ系サービスの一つである省エネアドバイス
を行う際の基準となる削減ポテンシャルを算出する。 

目標の設定 

省エネアドバイス 

• 目標の定量化 

• アドバイスする省エネ施策の的確性向上 
• 省エネ施策の定量化 

削
減 

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル 

利用シーン 

＜分析①エネルギー削減ポテンシャルの分析の位置づけ＞ 

想定する仕組み

今年度に実施予定

今年度実施予定外

ＨＥＭＳ導入世帯
（ユーザー）

ＨＥＭＳデータ
収集ＤＢ
（自立化）

大学・研究機関

事業者

データベース
（マルチベンダ対応）

エネルギー
消費データ

削減
アドバイス

ＣＯ２
削減ポイント

オフライン
（一部オンライン）

データ
利活用

知 見

データ
利用料

データ
利活用

データの付加価値
の向上

利用
データ収集・
情報提供

データ集約・
加工

データ利活用

ＨＥＭＳサービス
提供事業者

情報
提供

機器
制御

エネルギー
消費データ

分析と関係するパート

分析と関係しないパート



エネルギー消費量 
（実 態） 

機器スペック 
機器設定 

（使用方法・条件など） 
使用時間 

使用機器の変換 

エネルギー削減 
ポテンシャル 
（算 出） 

設定改善 使用時間短縮・変更 

・省エネ型エアコンへの買
い換え 

・設定温度の変更 ・家電使用時間の変更 

• エネルギー消費量の実態の測定方法から「エネルギー削減ポテンシャル」の算出のた
めの３つの項目を策定した。 

＜分析①エネルギー削減ポテンシャルの算出方針＞ 
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ライフスタイル 

初期登録からわかる情報 ＨＥＭＳの消費量データからの情報 

機器 
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Ｈ
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Ｓ
デ
ー
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別
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ガ
ス
消
費
量
デ
ー
タ
（全
体
） 

上
水
使
用
量
デ
ー
タ
（全
体
） 

＜分析①削減ポテンシャルの算出に必要なデータ取得項目の策定＞ 

使用機器の変換 設定改善 使用時間短縮・変更 

使用機器 

機器の使用条件 

代替可能な保有機器の有無 

各時間における行動 

代替可能な行動の抽出 

環境意識 

製品選択要因 

行動選択要因 

外気温 

室温 

着衣量 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● ● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

エネルギー削減ポテンシャル算出の基本項目 
算出に必要と予想される 

取得データ項目 
エネルギー
データ 

•削減ポテンシャルの算出の基本項目（前頁）を基に算出に必要とされる取得データ項目を以下に挙げる。 
•全てのモデル世帯と一般世帯の一部から下記項目に関する取得を行い、算出のための分析を行う。 
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＜分析②ライフログ化の分析の位置づけ＞ 

分析②：企業のマーケティングへの利用やＨＥＭＳ付加価値サービスを考慮した 
エネルギー消費データのライフログ化 

エネルギー消費データを加工する事により生活スタイルなどの情報に変換できるよう、必要項目
の洗い出しを行い、ライフログ化可能なデータの抽出を図る。 

エネルギーデータ 

属性データなど 

• 企業が欲しいデータ 
• ユーザーへのサービス還元可能なデータ 

ライフログ化 

想定する仕組み

今年度に実施予定

今年度実施予定外

ＨＥＭＳ導入世帯
（ユーザー）

ＨＥＭＳデータ
収集ＤＢ
（自立化）

大学・研究機関

事業者

データベース
（マルチベンダ対応）

エネルギー
消費データ

削減
アドバイス

ＣＯ２
削減ポイント

オフライン
（一部オンライン）

データ
利活用

知 見

データ
利用料

データ
利活用

データの付加価値
の向上

利用
データ収集・
情報提供

データ集約・
加工

データ利活用

ＨＥＭＳサービス
提供事業者

情報
提供

機器
制御

エネルギー
消費データ

分析と関係するパート

分析と関係しないパート



＜分析②ライフログ化の予備分析＞ 
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世帯属性：東京都/ 集合住宅（持ち家） 
/ ４人世帯 

計測期間：２０１１年１２月１３日～２０１２
年２月２９日 

   備考：計測期間内の消費電力量
の中央値 

家族構成 

職業 

エネルギ消費データ ライフログ化 生活パターン 

例えば 

• 実際のある１家庭を対象として、ライフログ化の予備分析を実施した。 
• 分析においては、家族構成、各人の職業、ヒアリングによる代表的な生活パターン、そしてエネル
ギー消費データを取得した。 

• 下記より上記項目の関係性が把握でき、本事業で実施するライフログ化の可能性が見て取れる。 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

父（60代 勤め人）

母（60代 勤め人）

兄（20代 勤め人）

妹（20代 サービス職）

電
力
消
費
量

Ｗ

睡 眠

睡 眠

睡 眠

睡 眠

身のまわりの用事

身のまわりの用事

身のまわりの用事

不 在（仕 事）

不 在（仕 事）

不 在（仕 事）

不 在（仕 事）

炊事・掃除・洗濯炊事・掃除・洗濯

代表的な生活パターン（ヒアリング結果）

全員が睡眠
↓
活動量：
10％程度

全員が不在または睡眠
↓
活動量：
10％～20％程度

日によって
起床在宅

掃除・洗濯

炊事

炊事

ヒーターを
使 用

テレビ視聴

テレビ視聴

アダルトファミリー
（後 期）

※母が月曜休日のため月曜日は平日から除いた

生活パターンだけではなく、空調（エアコン、ヒーター）等の使用状況を確認する必要がある

時 刻



Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ(

基
幹) 

ライフ 
スタイル 

生活のだ
らしなさ 

エコ意識 
家庭内の
所有物 

ライフ 
ステージ 

生活水準 

属性 

役割 

職業 

使用機器 

機器の使用条件 

ＨＥＭＳデータ（個別） 

ガス消費量データ（全体） 

上水使用量データ（全体） 

各時間における行動 

代替可能な行動の抽出 

環境意識 

製品選択要因 

行動選択要因 

既存の電力データ以外の
情報 

資料３－１ＨＥＭＳ利用の付加価値向上に資する仕組みの構築のための調査業務で行った仮説調査
を基にデータ分析に必要と考えられる情報を収集する。 

＜分析②ライフログ化に必要な項目の検討＞ 
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外気温 

室温 

着衣量 

電力データを基に把握できる情報（ライフログデータ） 
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分析に必要だと考えられる項目 
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＜分析③ＣＯ２削減ポイントの分析の位置づけ＞ 

分析③：ＨＥＭＳインセンティブを考慮したＣＯ２削減ポイントに必要なベースライン値の算出 

・ＣＯ２削減ポイントのベースライン値の算出方法に関して検討を行う。 
・算出方法によっては、その分類方法に関しても提案を行う。 

想定する仕組み

今年度に実施予定

今年度実施予定外

ＨＥＭＳ導入世帯
（ユーザー）

ＨＥＭＳデータ
収集ＤＢ
（自立化）

大学・研究機関

事業者

データベース
（マルチベンダ対応）

エネルギー
消費データ

削減
アドバイス

ＣＯ２
削減ポイント

オフライン
（一部オンライン）

データ
利活用

知 見

データ
利用料

データ
利活用

データの付加価値
の向上

利用
データ収集・
情報提供

データ集約・
加工

データ利活用

ＨＥＭＳサービス
提供事業者

情報
提供

機器
制御

エネルギー
消費データ

分析と関係するパート

分析と関係しないパート
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＜分析③ベースライン値算出の方針＞ 

ベースライン値 

時間 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量 

過去の自己データと比較し
て削減した努力に対してイ
ンセンティブを付与 

第３者データ（ベースライン値）と
比較して消費電力量が少ないこ
とに対しインセンティブを付与 

評価対象 

• 本事業では以下の観点からＣＯ２削減ポイント付与サービス利用に向けたベースライン値の算
出を行う。 

• 下図は対象となるユーザーの削減行動結果を表わしている。 
• 過去データ比較とベースライン値の２つの観点からインセンティブの付与を検討する。 

ポイント付与 

削減行動の開始 
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＜分析③ＣＯ２削減ポイント付与サービスの利用シーン＞ 

• ＣＯ２削減ポイントのベースライン値算出は、利用シーンによって必要となる値の精度が大きく
異なってくる。 

• 本事業では、全国を対象としたＣＯ２削減ポイントとなるため、大規模コミュニティを主な利用
シーンと考えベースライン値の検討を行う。 

小規模コミュニティ 大規模コミュニティ 

地域スーパーの会員内でのＣＯ２
削減ポイントのやり取りなど 

全国を対象とした国が行うインセン
ティブ事業など 

• 精度はある程度低くとも、即ポイ
ントを発行できるような即効性が
必要とされる。 
 

• 対象エリアが小さく、類型化に必
要な外的要因が少ない 

• 大規模であるため、ユーザー毎の
有利・不利が出ないよう算出ロ
ジックの精度向上が必要とされる。 
 

• 対象エリアが大きいため、外的要
因が非常に多く類型化が困難。 

規
模 

利
用
例 

特
徴 

本事業で想定する利用シーン 
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＜分析③ベースライン値算出に向けた評価基準の整理＞ 

評
価
基
準 

ベースライ
ン値比較 

自己データ
比較 

削減ポテンシャル 

内容 メリット 課題 

・類型化された第3者の値を
ベースライン値として比較を
行い、自身のデータとどれぐ
らい乖離があるかで削減ポ
イントを付与する。 

・自己の過去データとの差分
により削減ポイントを付与す
る。 

・削減ポテンシャルをベース
とし、どれだけ削減施策を実
施しているかを算出する。 

・既に環境意識が高く、削
減努力を行っているユー
ザーの削減効果が少なく
なる。 

・類型化項目の判断が困
難である。（これまでの他
の研究でも類型化の主要
因となる項目が不明） 

・第3者との比較になるため、
ＣＯ２削減ポイント普及時
に全体的なＣＯ２削減が
可能。 

・自己の努力がインセン
ティブにより評価されるた
め、継続的な改善効果が
期待できる。 

・一つ一つの削減施策が具
体的な達成目標になるた
め実施が容易で、継続的
な実施が期待できる。 

・施策１つ１つの達成に対し
てインセンティブが働くた
め、1世帯の総ＣＯ２が増
加する事もありうる。 

• ＣＯ２削減ポイント付与サｰビスの実施における評価基準に関して、「内容」、「メリット」、「課題」
の３つの観点から整理を行う。 

• ベースライン値比較に関しては課題を考慮し、本事業で分析を行う削減ポテンシャルを代替手
段として考えている。 

代替手段 
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＜分析③ベースライン値算出方法と分析内容＞ 

評
価
対
象 

・自己データと比
較した消費実績
に対してインセ
ンティブを付与 

・ベースライン値
（第３者データ）
と比較した消費
実績に対してイ
ンセンティブを
付与 

ベースライン値
比較 

自己データ
比較 

削減ポテンシャ
ル 

算
出
方
法 

本年度分析内容 

• 本年度データ等を活用した類型化要
因の検討 

• それに伴うベースライン値算出 
• ライフステージの分類による類型化
の実施 

• 削減ポテンシャルの算出（分析①） 
• 自己データ比較と削減ポテンシャル
の連携手法の検討 

• 前頁の整理から、本年度は以下の分析を実施する。 
• 分析に関しては「ベースライン値比較」、「削減ポテンシャル」の２つの項目に関して実施する。 
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② 収集データおよびデータベースの構築について 
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＜収集するデータの取得目的＞ 

データ対象 世帯数 データ対象期間 データ取得目的 

一般世帯 
（セキスイハイム） 

500 
2011年11月～ 

 

• モデル世帯で分析を行った結果を基に、一般的な
データとなるよう、多世帯データとの比較をする際に
使用する。 
 

一般世帯 
（NTTスマイルエナ

ジー） 
500 

2011年12月～ 
 

• モデル世帯で分析を行った結果を基に、一般的な
データとなるよう、多世帯データとの比較をする際に
使用。 

• 削減ポテンシャル算出の際の多世帯データとして使
用 

• 仮説１の調査 

モデル世帯 20 

【エネルギーデータ】 
2012年9月 
～2012年12月 

 
【行動パターン】 

2012年10月 
（2週間程度） 

• ガス、水道などの時間毎のデータ把握が困難なもの
に関してのモデル調査 

• 行動パターンなど、人の動線に関しての詳細データ
の把握 

• 上記データを活用し、各属性毎のモデルパターンを
把握する。 

• また、削減ポテンシャル、ライフログデータ分析の
ベースのデータとして使用する。 

• 各データ取得の目的をデータ対象毎に以下に示す。 
• すでに数千世帯以上のユーザーを保有し、ＨＥＭＳ機器から安定的にデータを取得できているセキスイ
ハイムおよびNTTスマイルエナジーと連携することにより、円滑にモニター世帯の募集やデータの収集・
計測を図る。 

• データ対象としては一般世帯のセキスイハイム、NTTスマイルエナジーと、モデル世帯の３つの区分に
分けられる。 



分類 項 目 概 要 
セキスイハイム 
対象：500世帯 

NTTスマイルエナジー 
対象：500世帯 

モデル世帯 
対象：20世帯 

属
性
・
条
件
 

属性 各家庭の世帯人数や住居種別など。 ● ● ● 

役割 家庭内の各人の役割を確認（食事、洗濯など、日常のエネ
ルギー消費活動の担当者）。 

● ● 

職業 家庭内の各人の職業。 ● ● 

使用機器 使用している家電製品の種別、性能などのデータ。 ● ● 

代替可能な保有機器の有無 各機器を、同様の目的・効用を持つと考えられる機器と代
替可能かを検討する。 

● ● 

機器の使用条件 各機器の、設定状況や使用環境。 ● 

消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
 

ＨＥＭＳデータ(基幹) 家庭全体の電力消費量を単位時間ごとに取得する。 ● ● ● 

ＨＥＭＳデータ（個別） 各消費要因ごとに、電力消費量を単位時間ごとに取得。 ● ● ● 

ガス消費量データ（全体） 家庭全体のガス消費量を単位時間ごとに取得する。 ● 

上水使用量データ（全体） 家庭全体の水の消費量を単位時間ごとに取得。 ● 

行
動
 

各時間における行動 各家庭において、各時間にどんな行動を行っていたのか、
データを取る。 

●※ ● 

代替可能な行動の抽出 各行動を、同様の目的・効用を持つと考えられる行動と代
替可能か検討する。 

● 

着衣量 時間毎の着衣量を調査する。 ● 

意
識
 

環境意識 各家庭の環境意識（省エネ行動の実行容易度）を調査する。 ● ● 

製品選択要因 家電製品の購入の際に、何を気にしているのか調査する。 ● ● 

行動選択要因 省エネ行動の実施/不実施の原因を調査。 ● 

そ
の
他
 

地域 ユーザーの住居地域 ● ● ● 

外気温 時間毎の気温変動を調査する。 ● ● ● 

室温 時間毎の各部屋の室温を調査する。 ● 

＜各データ対象における取得項目一覧＞ 

19 ※モデル世帯とは取得内容が異なる 

• 各データ対象における取得項目を一覧化する。 



計測領域 メーカー名 型式 計測内容 備考 

電力① 
（分電盤） 

中国計器工業 ＣK-1Ｃ01 
（省エネNＡVI） 

計測メッシュ：15分 
計測期間：1年以上 

本計測機で以下の2点を計測 
・総電力 
・照明（3系統まで対応） 
※センサーのみＣTタイプ 

電力② 
（コンセント） 

中国計器工業 ＣK-1Ｃ01 
（省エネNＡVI） 

計測メッシュ：15分 
計測期間：1年以上 
 

本計測機で以下の3点を計測 
（保有機器の増加は対応可能） 
・エアコン 
・冷蔵庫 
・テレビ 
※センサーのみコンセントタイプ 

ガス・水道 キングジム  レコロ 計測メッシュ：1分 
計測期間：1月程度(カタ
ログ値より予測) 

定点カメラをメーターに設置して計測を行
う。 
計測メッシュは調整可能 

軽油 手入力 

• モデル世帯・一般世帯におけるデータ収集器のスペックを以下に示す。 
• モデル世帯に対しては電力、ガス、水道に関して、１日の使用状況の把握を行うため、細かなメッシュに
よる計測を行う。以下に使用機器の概要一覧を示す。 

• なお、ガスと水道に関してはメーターからの電子データによる情報取得が困難であることから、メータに
撮影した定点カメラを用いて使用状況の把握を行う。 

＜データ収集器一覧＞ 
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企業名 対象人数 型式 計測内容 備考 

NTTスマイルエナジー ５００世帯 PVSO1A 計測メッシュ：1時間 
計測期間：約3カ月 

・電力総量・太陽光発電量のみの計測 

セキスイハイム ５００世帯 IG0001STC/CM 計測メッシュ：1時間 
計測期間：外部電源 

◆モデル世帯 

◆一般世帯 



メーカー名 中国計器工業株式会社 

品名（型式） 省エネNＡVI（ＣK-5） 

対応電力センサ数 最大4計測 

相線式 単相2線式/単相3線式 

寸法 

収集器：W70×H100×Ｄ43 [mm] 

センサ（ＣT）：φ30.5×H87[mm]（突起物除く） 

センサ（コンセント）：W70_H100_Ｄ32(mm) 突起部を除く 

無線種別 特定小電力無線 

精度 ±2.0% 

設置間通信距離 見通し20[m]以内 

図 収集器 図 センサ（コンセント） 図 センサ（ＣT） 

＜モデル世帯におけるデータ収集器スペック①＞ 

21 



メーカー名 株式会社キングジム 

型番 IR5 

価格 税込価格¥6,930＜本体価格 ¥6,600＞ 

動画ファイル形式 ＡVI（Motion JPEGフォーマット） 

撮影距離 約50cm～∞ 

メモリカードスロット SＤカード（最大容量2GＢ）、SＤHＣカード（最大容量16GＢ） 

防水性 保護等級：IPX3相当（防雨形） 

電源 単3形アルカリ乾電池×2本、または単3形エネループ×2本、またはＡＣアダプタ（すべて別
売） 

本体寸法 約102×73×30mm 

質量 約95g（電池、SＤカード含まず） 

図 レコロ本体イメージ 
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＜モデル世帯におけるデータ収集器スペック②＞ 
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＜一般世帯を対象としたNTTスマイルエナジーの計測機器＞ 
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＜一般世帯を対象としたセキスイハイムの計測機器＞ 
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③ 大規模データ利活用と情報保護のあり方の検討 



                     クラウドデータセンター 管理ツール 

処理用 
データベース 

オフライン転送 

エネルギー 
計測データ 

ＨＥＭＳ 
計測データ 

オンライン転送 
（ＮＴＴスマイルエナジー 
 を想定） 

ＨＥＭＳ事業者 

インターネット 

ファイル渡し 

セキュア転送 

データファイルアップロード 
過去事業のＨＥＭＳデータや世帯属性データなど 

ダウンロード 

＜データベースの構築方法およびシステムの検証方法＞ 

・データベースは、セキュリティ性および汎用性を十分考慮した上で構築する。 
・本年度に収集するデータとあわせて、家庭エコ診断効果検証実測調査事業で収集されたデータについても蓄積し、
本年度収集するデータとあわせて活用可能な機能を設ける。 
・統計分析、データマイニングに必要なデータを生成できる閲覧用の管理ツールを開発する。 
・既にオンラインでデータ連携可能なシステムを保有しているNTTスマイルエナジーの協力を得ることで、データをオン
ラインで「自動的」に収集し提供できる試行的なシステムを構築する。 
・システムの構築の過程で発生した課題を抽出し整理するとともに、複数の事業者とオンライン連携でき、汎用性が
高く、収集される情報を標準化することができる運用基盤の開発・構築に向けた課題を整理し、その実現方法につい
て検討する。 

 

XML 

集計用 

XML 

 

CSV 
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ＨＥＭＳデータ提供に対する基本的な要件 

 ・環境活動や地球温暖化防止に資する研究や事業サービスの促進のために、事業内で集約したＨＥＭＳデータ
を事業者や研究機関等に提供することについて、収集したデータについては、学術研究機関等を中心に提供
していくことを想定し、以下のように基本的な要件が整理できる。 

＜大規模データ利活用と情報保護のあり方の検討＞ 

利用規定

同意取得

匿名化処置

利用範囲

大学・研究機関 ハウスメーカー 家電メーカー 市場調査会社 流通・小売店

利用目的、利用範囲、利用期間、他事業者サービスと紐づけは行わないなどの利用規定、違反した
際の罰則等の規定を定める。

上記利用規定について、一戸建ての世帯主または集合住宅における世帯主や管理組合、協議会な
どへの同意取得の方法について定める。

個人情報保護の観点から、個人が特定できない形の匿名化処置に対する技術や運用方法の条件に
ついて検討する。

学術的な利用 診断事業等の省エネ機器普及に対する利用 事業活動のマーケティング利用

出典：平成23年度家庭エコ診断効果検証実測調査事業より作成 



１．検討の目的 
– オープンガバメント・電子行政オープンデータ戦略の動向を見据えつつ、実際にＨＥＭＳデータの第三者提供をおこなうことで、
データ利活用や情報保護の課題を抽出する。  

– 具体的には、ＨＥＭＳの消費電力データとその属性情報を対象に、国所有データを第三者に提供するためのガイドライン･ワー
クフローを作成し、今年度は大学の研究室を対象としたトライアルを通じ、その内容を評価・改善し、次年度からの商用利用検
討に活用できるようにする。 

 

２．ガイドライン･ワークフローの内容 
規定面 － 利用目的・範囲・期間等の規定、罰則等の規定 

運用面 － 利用要請に対する申請・審査・承認・同意取得などの業務フローや、実施体制の定義 

技術面 － 関係者が遵守すべき体制や技術に対する要件の規定 

 

３．活動の流れ － ワーキンググループを開催し検討を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ワーキンググループの開催 

 ・４名程度の委員で構成予定 

ＷＧ第1回 １０月中旬 
 

【目的】 
• ガイドライン（案）の合意 
• トライアル計画の合意 
• 政策面・運用面の課題整理 
• 今後の論点整理 
 
【成果】 
・ ガイドライン（案） 
・ トライアル計画 

ＷＧ第２回 １１月中旬 
 

【目的】 
• トライアル結果の報告 
• ガイドラインの見直し 
 
【成果】 
• トライアル結果レポート 
• ガイドライン 

トライアル実施 
 
 
大学等研究機関の 
協力の下、作成したガイド
ラインのトライアルを実施 
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＜データ提供に向けた要件整理およびガイドラインの作成方針＞ 
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所沢市が作成した「地域省エネルギービジョン」では、実測データに基づき、８つのライフステージごとにエネルギー使用状況が
異なることを明らかにしている。 

図 年間１次エネルギー消費量と内訳（平成13[2001]年度） 図 家庭における省エネルギー推進に向けた課題 

＜参考：分析方針＞ 

（出典）生活価値創造住宅開発技術研究組合編「ライフスタイルで決めるすまい」 

名称分類 シングル カップル 
ベビー 

ファイミリ― 
キッズ 
ファミリー 

アダルトファミ
リー（前期） 

アダルトファミ
リー（後期） 

シニアカップル シニアシングル 

家族構成 
５０代までの１人
暮らし 

５０代までの夫
婦２人暮らし 

未就学児の子
ども がいる世帯 

小中学生の子
どもがいる世帯 

高校生以上の  
学生がいる世帯 

社会人の子ども
がいる世帯 

６０代以上の  
夫婦２人暮らし 

６０代以上の１
人暮らし 
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＜参考：ｅＳＨＩＰＳの報告内容における引用部分＞ 

  家庭内の所有物 
• 調理器具、暖房器具、部屋の大きさ 
• 主要な機器の所有状況・使用状況 
• 空調の性能（効率） 

  家族構成 
• 住居人数 
• 性別や年齢 

活動状況 
• 在／不在 
• 食事時間 

  ライフスタイル 
• 起床から睡眠までの生活パターン 
• 生活のだらしなさ・ムダ 
• エコ意識 
• お金の使い方の傾向 

  生活水準 
• 消費電力量 
• 家庭の光熱費（電力・ガス） 
• ＣＯ２排出量 

• お金の使い方の傾向 

平成21年度 スマートハウスWG活動報告書 
（JIPDEC） 
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＜参考：データ収集体制＞ 

• また、本事業への参加希望者の審査、データの収集、各種問合せや自動収集できない追加データ（水
道光熱費の請求書データなど）の収集フォローを行うための対応事務局は、ＨＥＭＳ事業者が行う。ＨＥ
ＭＳ事業者が本来のサービス提供から本事業の対応までワンストップで実施することによってモニター
へのより円滑なフォロー体制を実現する。 

図 データ収集の業務フロー 

参加世帯 ＨＥＭＳ事業者 本事業事務局 

参加者募集 

参加世帯の募集 

申込受付 / 各種対応 

参加者募集 

参加世帯数の管理 

ＨＥＭＳデータ連携 

進捗報告 

ＨＥＭＳ データ収集 データ受領 データ分析・評価 

データ連携（総量＋個別機器） 

追加データの収集 

アンケートの企画・制作 アンケート依頼 アンケート実施 

アンケート督促 

取りまとめ データ分析・評価 
データ送付 

※ 水道光熱費の請求書データなどを 必要に応じて収集 
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＜参考：ライフログ化したデータの活用案＞ 

エネルギー情報収集 
インフラ 

ユーザー 

健康管理（体重・体脂肪）
サイト 

・・・ 

情報の管理・発信 

ライフログ化 
 
エネルギー情報 
⇒生活パターン情報 

栄養士から生活リズムに
関してのアドバイスや夜
食レシピなどの情報を提
供する事により配信情報
の拡充に繋がる 

•体重管理（健康情報管理） 
 

•会員同士の情報交換 
 

•ダイエットレシピの配信 
 

•栄養士によるダイエット方法のア
ドバイス 

エネルギー情報
の提供 

• ＨＥＭＳサービスの一例として「健康管理サイト」におけるライフログデータの活用案を以下に記
載する。 

• なお、一般的に健康管理サイトでは主にダイエットが配信情報のメインコンテンツとなるため、
そこに注目し、活用方法に関して検討する。 

+α 

サ
イ
ト
内
容
 


